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公益社団法人　町田市シルバー人材センター 会報

No.2672025年（令和７年）1月

（題字 会長 丹田 公和 筆）

Topics 　 年頭のご挨拶
確定申告について
　 市内一斉美化清掃
フラワーアレンジメントほか

P2

P5

P6

P8

P3

P7
いきいき　わくわく　地域のシルバー

男性向けフラワーアレンジメント体験教室

絵手紙提供：絵友会有志

「初めての学び」を応援します「初めての学び」を応援します



町田市シルバー人材センター 会長

町田市議会議長 木目田 英男

石阪 丈一町田市長（町田市シルバー人材センター名誉会長）

町田市シルバー人材センター
の会員の皆様、明けましておめ
でとうございます。

会員の皆様方におかれまして
は、益々お元気で輝かしい新年

を迎えられたこととお喜び申し上げます。また、
平素より、町田市議会に対しまして温かいご理解
とご協力を賜り深く感謝申し上げます。

昨年は、多大な被害をもたらした能登半島地震
や豪雨など、自然災害が多く発生した年でありま
した。被災されました皆様には心よりお見舞い申
し上げます。

現在、人口減少や少子高齢化が急速に進展する
中、高齢者の皆様が住み慣れた地域で生き生きと
暮らし続けていくためには、生涯現役で社会参加
できる場が一層求められております。そのような
現代社会において、皆様が働くことを通じて生き
がいを得るとともに、地域づくりに貢献されてい
る貴センターは欠かすことのできない存在である
と認識しております。

また、近年は社会状況の変化により、住民の

ニーズや求められる働き方も多様化してきており
ます。働く側のニーズと、仕事をお願いする側と
のマッチングがますます重要な課題となり、貴セ
ンターに寄せられる期待はさらに大きくなってお
ります。これからもそれぞれのニーズを見極め、
多様な選択肢を提供するために、就労の場の新規
開拓など、変わらぬご尽力をお願い申し上げます。

町田市議会といたしましても、皆様方が長年
培った豊富な知識や経験、技能を地域社会で発揮
する中で、安心して、元気に、そして心豊かに暮
らせるまちづくりを目指して、積極的な政策提言
を行ってまいります。

会員の皆様におかれましては、これからも地域
の推進役として、地域づくりにご尽力をいただき
ながら、生涯現役で次の世代に知識や技術、経験
を伝えていただくことをお願い申し上げます。

結びになりますが、本年も町田市シルバー人材
センターの皆様のお力添えをお願いするととも
に、皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、新年
のご挨拶とさせていただきます。

町田市シルバー人材センター
の会員の皆様、明けましておめ
でとうございます。会員の皆様
方におかれましては、２０２５
年の新春を健やかに迎えられた

こととお慶び申し上げます。また、平素から町田
市政にご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上
げます。

シルバー人材センターの皆様は、市民や企業、
市など多方面からの依頼に対して、豊富な経験と
知識を活かし、様々な場面でご活躍されておりま
す。さらに、社会貢献への意識・意欲を持ち、「市
内一斉美化清掃」や「高齢者見守り活動」などをは
じめとした社会奉仕活動にもご尽力いただいてお
ります。これらの活動は、市民の皆様が安心して
暮らしていくことができる支えとなっていること
はもとより、様々な交流や生きがいづくりの機会

となっており、改めて深く感謝を申し上げます。
さて、厚生労働省の統計によりますと、わが国

の「平均寿命」と、日常生活を制限なく送ること
ができる期間である「健康寿命」は、大変喜ばし
いことに延びております。こうした長寿命化に伴
う、ライフスタイルや価値観の多様化等により、

「生きがいをもって暮らしたい」「地域に貢献した
い」という、活動的な高齢者が年々増えています。
シルバー人材センターは、正にこうした様々な
ニーズの受け皿であるとともに、その声に応える
役割を担っていただいている大変重要な存在であ
ります。今後も、高齢者が生きがいを持っていき
いきと暮らし続けていくためにも、お力添えをい
ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

結びに、本年が会員の皆様にとりまして幸多き
年になりますよう、ご健勝とご活躍をご祈念いた
しまして、新年のご挨拶といたします。

丹田 公和

会員の皆さま、明けましてお
めでとうございます。

昨年は、やっとコロナ禍から
脱して、かつての日常が戻って

きました。
シルバー人材センターにおいても、この間減少

した会員数と契約額も、コロナ直前の水準にほぼ
回復してきました。

とはいえ、法律の改正などで民間の定年も延長
されつつあり、当センターへの入会時年齢も高齢
化しています。会員の年齢構成が平成15年度には
60代が55％だったのが、昨年には13％になり、平
均年齢も76.7歳になっています。また、労働者不
足から民間の求人も活発になり、その影響による
入会者の減少もあります。これらの構造的な問題
はありますが、町田市の65歳以上の人口に占める
会員数（粗入会率）は2.4％と伸び悩みなのは、シ
ルバー人材センターの知名度不足も考えられ、各
種広報紙やネットなどによる募集促進に努めてい
ます。会員の入会動機には、知人の紹介というの
も多く、皆さまのご協力をお願いします。

2024年11月現在で、町田市の人口は430,380人
で、そのうち65歳以上が27.3％です。

65歳以上の高齢単身世帯数は23,278世帯、高齢
夫婦の世帯は24,841世帯（2020年現在）で、高齢者
のみの世帯は48,119世帯です。高齢化による年金
や介護などの社会保障制度、認知症をはじめとす
る健康問題等は益々深刻な社会問題となっていき
ます。シルバー人材センターは、単に高齢者の仕
事の確保という目的だけではなく、仕事をするこ
とによる健康促進、認知症の抑制、社会参加によ
る生きがいや助け合い、地域貢献など、加速する
高齢化社会において、その社会的な役割は益々大
きくなっています。

シルバー人材センターは日本独特の制度で、高
齢化が進む外国でも大変注目されている優れた制
度です。私たち一人一人は、そのような先進的な
制度の事業主であることに誇りをもち、共働・共
助の精神のもと、この制度を我がこととして守
り、育てていきましょう。

■心のビタミンになることを願って、年の初めに以下の言葉をお贈りします。（敬称略）

「勤めていたから、やりたくてもできなかったことがたくさんある筈」 瀬戸内 寂聴　享年 99 歳

「もうトシだと言って自分を甘やかすと、ロクなことはないよ」 村田 兆治　享年 72 歳

「喜寿不足祝　傘下未青春（喜寿祝うに足らず、傘下未だ青春）」
 大河内 一男（元東大総長・シルバー人材センター創始者）享年 79 歳

「人間は新しいことを創める限り、いつまでも若い」 日野原 重明　享年 103 歳

「僕にとっての定年は、好奇心が無くなった時」 秋元 康

「ムリをしないようにと言われるが、ムリをしないのはつまらない」 八千草 薫　享年 88 歳

「会いたい人に会いに行こう。また今度なんて言っているほど人生そんなに長くない」
 「名言ひろば」より

はじ

はず

（2） 2025年（令和7年）1月	 銀	齢	だ	よ	り	 	 銀	齢	だ	よ	り	 2025年（令和7年）1月	（3）



理 事 会 報 告

10月、11月定例理事会などを開催。入会、事業実施状況ほかが承認、了承されました

◆令和６年度　第７回定例理事会　開催日　令和６年10月30日（水）
付議事項：第１～４号議案　会員の入会承認及び退会、令和６年９月分事業実施状況報告。
　　　　　就業規約の改正について、会員の就業要領の改正について。
報告事項：第１～２号　第七次中期計画の進捗について。法人法84条に定める取引の報告について。

◆入会承認の理事会みなし決議　開催日　令和６年10月15日（火）入会承認 

◆令和６年度　第８回定例理事会　開催日　令和６年11月27日（水）　　 

◆会員登録・事業実績（令和６年９月・10月）　　 

付議事項：第１～５号議案　会員の入会承認及び退会、令和６年10月分事業実施状況報告、職員の勤勉手当、
期末手当に関する基準の一部改正について。令和６年度第1次収支補正予算書（案）について。

会長・副会長：11月25日しごとセンターでの役員研修報告。11月29日　第７ブロック会長会参加予定
常務：フリーランス新法、インボイス制度などについての経過報告。令和７年４月以降公益法人認定法改定予定。

※事業実績などは、当センターのホームページ「センター通信」をご覧ください。
　「会員情報」→「センター通信」をクリック、または右の二次元コードから

男
女
計

1,892
969

2,861

7
7

14

１．会員登録状況（令和 6年 10月末日現在） 単位：人

８月末
会員数

10月末
会員数

入会員数
９月

前年
同月比

退会員数

22
12
34

10月
6
1
7

９月
7
2
9

10月
1,908

985
2,893

▲40
▲  5
▲45

※事業実績などは、当センターのホームページ「センター通信」をご覧ください。
　「会員情報」→「センター通信」をクリック、または右の二次元コードから

右記２地区で開催され、センターの近況報告として、会員動向や第７次中期計画、ボランティア活動、
安全就業の現状、フリーランス新法とインボイス制度などの説明があり、その後質疑応答や会員同士の
意見交換も活発に行われました。

本町田では、デジタル化推進委員の方がスマスマ登録の指導に来られ、早速
６名が新たに登録しました。（登録作業のご相談はデジタル化推進委員会まで）

高ヶ坂（写真）では、町田市南第３高齢者支援センターの相談員が「『病気、けが、認知症』いざという
時、あわてないために！」というタイトルで講演を行い、皆さん身につまされた感じで聞き入っていました。

地域連絡会は、地域のメンバー同士の交流を含め、会員とセンターとを結ぶ折角の機会です。是非
ご参加ください。

地域連絡会、開催続く！

本町田
高ヶ坂

11月24日（日）
11月30日（土）

今後予定されて
いる連絡会 相原町

南成瀬
２月15日（土）
２月16日（日）

14時～
13時半～

元橋会館（予定）
成瀬駅前市民センター

地　域 日　程 時　間 場　所

確 定 申 告 に つ い て確 定 申 告 に つ い て

エントリーシートについて

　７月の『銀齢だより』とともにお配りしたエントリーシートについて81名、130件の
エントリーをいただき、17名決定しました。採用された方には個別にお知らせいたしま
したが、多数のご応募ありがとうございました。今回、『銀齢だより』とともにお配りし
たエントリーシートについては、２月末まで（３月に選考）となります。

町田市シルバー人材センター・町田市いきいき総務課共催　わくわくプラザ町田作品展

2025年１月９日（木）～１月13日（月）　午前10時～午後４時
場所　わくわくプラザ町田３階　※駐車場はございません。
　「わくわくプラザ町田」を利用しているサークル・団体の皆様の成果発表の場として作品展を
開催いたします。今年度からシルバー会員希望者による作品の展示も行います。また、「書初
め」「絵手紙」体験の企画を予定しています。

シルバー交流まつり開催決定！

2025年２月21日（金）　場所：わくわくプラザ町田
　地域や会員の皆さまに日頃の感謝を込めて、今年も「シルバー交流まつり」
を開催いたします。
　桜美林大学の落語研究会、㈱明治の「チョコレートの世界」やキリンホー
ルディングス㈱の「お酒と仲間と自分を知ろう」などの食育セミナー、町田
美容学校の学生によるネイル体験など様々な催しを企画しています。
　詳しくはホームページなどでお知らせいたします。是非お立ち寄りください。

訃報
（７～９月受付分）

謹んでお悔やみ
申し上げます。

窪園　洋一　様
増山　明代　様
小野　強司　様
小岩　末美　様

〇配分金は給与所得ではあ
りませんので、所得税の
徴収はありません。その
ため源泉徴収票ではなく
「配分金支払証明書」とし
ております。
〇配分金収入は、申告の際
「業務に係る雑所得」に分
類されます。
〇収入金額等の欄には、配
分金支払証明書に記載の「支払金額」をご記入ください。
〇配分金支払証明書の支払金額には、交通費も含まれており、これらはすべて消費税を含んでお
ります。
〇配分金は、租税特別措置法第27条「家内労働者等の必要経費の特例」により、55万円までの特
別控除が認められております。支払金額が55万円未満の場合は、支払金額が限度額となりま
す。（マイナスにはなりません。）所得金額等の欄には、控除額を差引いた額をご記入ください。
　注）「家内労働者等の必要経費の特例」は、配分金のほかに給与の収入や生命保険契約に基づく

年金の収入等がある場合、収入額に応じて個別に控除額を計算する必要があります。
〇「配分金支払証明書」は、令和７年１月31日までに郵送いたします。
※くわしくは、税務署へおたずねください。

（4） 2025年（令和7年）1月	 銀	齢	だ	よ	り	 	 銀	齢	だ	よ	り	 2025年（令和7年）1月	（5）



フラッシ  ュニュース

ありがとうございました
10月19・20日　71班278名参加

※参加人数と写真に写っている 人数は一致していません

小山町

10名

山崎団地7

4名

南成瀬

27名

山崎団地8

5名

小川1・2
成瀬が丘

9名

木曽西・東

10名
常盤町
矢部町

6名

山崎団地5・6

3名

本町田

9名

金森7

4名

相原町

9名

大蔵町

9名

小野路町

4名

金井1
金井が丘1・薬師台

3名

山崎町2

3名

山崎町1丁目
山崎団地2・3・4

7名

三輪緑山

7名

小山田桜台
下小山田町

13名 玉川学園
大谷・東玉川学園

21名

金森2

3名

金森3
金森4-6

5名

鶴間

3名

本町田住宅
イ・ロ

3名

金井2-6・7-8
金井が丘2-5

4名

鶴川3・4・5

6名

三輪町

9名

山崎町1

7名

能ケ谷  8名
原町田1-3 5名
南つくし野 3名
成瀬台3-4 2名

金森東 5名 
高ヶ坂2 4名
図師町 8名

森野

11名

藤の台1・3

4名

木曽団地

8名

中町

9名

南町田2

5名

原町田4-6

3名

当日の模様は J:COM TV、タウンニュースでも紹介されました
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　10月27日「多摩境駅」、11月21日「鶴川駅」に参加
しました。次回は１月18日（土）「町田駅」です。
　ぜひ、ご協力をお願いいたします。

町田市の「駅周辺美化キャンペーン」にご協力を！

『銀齢だより』の表紙を度々飾ってくださる素敵な
絵手紙が人気です。共助会でも最大級のサークル

「絵友会」代表の清水さんは、75歳まで25年間、都
心部まで通勤された後2018年に入会。2019年10
月より市民病院医局にて週２回就業されています。

コロナ禍を
はさんで大
変な時期も
あったよう
ですが、一
人も罹患せ
ずに続けら
れていると
のこと。

絵手紙を
始めたきっ
かけは、お
友だちから

いただいた絵手紙にとても感動し、「自分も誰かに
感動してもらいたい！」と思い、わくわくプラザの
階段の踊り場で案内を見て始めたこと。現在22名の
会員さんと楽しく活動されています。その他には、
いつまでも元気でありたいと、健康サークル「ほぐ
し会」に参加して健康を維持し、「美味しいものを食
べて、日々楽しい語らいをして過ごせたら幸せ 　」
と、明るい笑顔が印象的でした。

清水 静江さん （81歳)

私は2022年４月に町田市
シルバー人材センターに入会
し、初めは訳もわからず、た
だ言われるままに公園除草、
選挙時の駐車場管理などを実
施しました。その後、2023
年12月、前班長の都合によ
り急きょ班長を引き受けるこ
とになりました。入会してか

らあっという間の３年間だったというのが今の心境で
す。普段心がけていることは、人とのつながりです。
班長を引き受けて以来、我が班は入会者よりも退会者
が若干多く、新規会員には『銀齢だより』を配布する
際、顔合わせをするように心がけ、それ以外の会員に
は会ったときに会話をするようにしています。

シルバーに入会して良かったことは役職・年齢に

関係なく気兼ねなく話ができることです。これは財
産です。一方、各会員の価値観が年齢層によって違
うなと感じています。それは決して悪いことではな
く、それぞれの時代を過ごしてきたので、当たり前
のことと捉えています。そこで、今後若い仲間が入
会してきますが、決して自分の価値観だけにとらわ
れないように心がけていきたいと思います。

話は変わりますが、私は学生時代、水球部に所属し
ていました。ご存知ない方もいると思いますが、水球
は７人制競技で、プールで得点を争う競技です。ざっ
くり言うとハンドボールのプール版です。そのおかげ
かわかりませんが、この年齢でも何とか体力を維持し
ています。最近は、サッカーが好きになり、「FC町田
ゼルビア」のファンクラブに入り、時間が合えば応援
に行っています。最後に皆さまのお力を頼りに精進し
て参りますので、よろしくお願いいたします。

お互いに尊重し合う心
小山町１ 班長　碓井 淳朗さん

男性向けフラワーアレンジメント体験教室 11月22日（金）

　参加者からは、ご家庭でも喜ばれたという報告が届きました。（P.11 SDGs報告参照）
　当日は職場体験中の中学生もお手伝いしました。

「まちカフェ」
市庁舎３階廊下、蜜蝋ラップ、折り紙（トトロ）、けん玉を準備して参加
　「蜜蝋（みつろう）ラップ」は女性に人気があり、100名近くの方が作品を持ち帰りました。
　★蜜蝋ラップとは、布を蜜蝋（働き蜂が巣をつくるために分泌するロウ）でコーティングしたもの。

使い捨てではなく健康への影響や、環境への負荷がかかるプラスチック製食品用ラップフィルムの
代替品として近年注目を集めています。

11月30日（土）

けん玉遊びと折り紙 「トトロ」を折り紙で 好みの布を選んで作りました

センターのパンフレットも配布

共助会まつりでゼルビーと 職場にて 清水さん

材料（蜜蝋・布）と完成品 アイロンで蜜蠟を溶かしてコーティング

【SDGs推進チーム主催】「初めての学び」を応援します!!
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数え年で74歳になりました。年齢を重ねる
贅沢（ぜいたく）を楽しんでいます。50年前の
自分より今がはるかにいいのです。目がしょぼ
しょぼし、足腰が弱ってきて、物忘れが多く
なってきてもそう言えます。

人生の豊かさは、どれだけの思い出を重ねて

きたかにかかっているのではないでしょうか。
シルバー人材センター、民生委員、町内会、児
童発達支援事業などの仕事や奉仕活動……。こ
れから先の出会いを楽しみに、前を向いて齢を
重ねてまいりましょう。 

 （広報活動委員　Ｉ記）
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大
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員
会

ライフワーク説明会「保育」
保育関係の就業で入会を希望する方々を対象とする

説明会に委員も参加して、研修を実施しました。目的
は、委員のスキルアップと「子育て支援」事業に取り
組む知識習得です。現在、派遣就業中の３名の職場の
状況、子どもとの接し方など、保育現場に真剣に向き
合っている姿勢に感銘を受けました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

デジタル化に慣れるお手伝いします
現在、急ピッチでデジタル化が進んでいます。９月

に実施した「情報セキュリティ研修・スマホは怖くな
い」では、近未来社会の姿が映像で流れました。個人
の好き嫌いに関係なく、社会は効率化や、より便利な
ものの普及を続けています。ガラケー（３G回線）は
ドコモのみ継続されていましたが、2025年３月に終
了します。通信手段としては、スマホへ移行する必要
性が生じています。デジタル化推進委員会は、この流
れに少しでも慣れるためのお手伝いを行います。

今後の予定としては、スマホ初心者を対象とした少
人数制講座の開催を準備しています。また、好評だっ
た「情報セキュリティ研修（ここを注意すればスマホ

は怖くないことをレクチャー）」も２月に開催予定です。
決まり次第皆さんへお知らせします。月末・月初めの
無料個別相談会や出張相談会も継続実施中です。皆
さんお気軽にご参加ください。
●「スマホ相談会開催日時」●
１月７日（火）・１月16日（木）・２月４日（火）
２月20日（木）・３月４日（火）・３月19日（水）
場所：わくわくプラザ町田　参加無料
※各日６名まで、予約が必要です
※申込・問合せ：TEL042-723-2147

南第一小学校創立150周年記念式典に出席しました
11月８日（金）町田市立南第一小学校で「創立150

周年式典」が開催されました。明治５年に学校制度が
公布され、南第一小学校は、翌６年６月に市内３番
目、「開矇（かいもう）学舎」として、今の東雲寺内に
創立されました。現在の場所に移築されたのは明治
20年で、現在のように改称されたのは昭和33年です。

歴史ある学校だけあって、式典には副市長はじめ、
多くの来賓が出席されました。６年生全員による150
年を迎えた熱い思いと、新しい学校へ期待する宣言セ
レモニーも行われ、招待された８名の「学習ボラン
ティア」ほか、大勢の招待客からは力強い拍手があり、
感動しました。

南第一小学校でのボラ
ンティア活動は、今年の
１月から３月に行った放
課後学習支援が初めての
活動でした。名誉ある記
念式典に招待していただ
いたことに深く感謝いた
します。学習ボランティ
アを評価していただき、
これからも多くの学校の
ために、ボランティア活
動を普及してまいります。

（委員・秋元記）

安
全
管
理
委
員
会

今年度の上半期を振り返って
「第七次中期計画」には 、会員拡大から組織強化ま

で様々なテーマが載っています。その中に安全就業に
関わることで、「高齢者支援センターとの連携を強化」
という項目を掲げています。上半期は市内の高齢者支
援センター主催のセミナーに参加し、地域による見守
り活動の状況などの情報共有を行うことに務めました。

シルバー人材センターでも、地域の高齢者の孤立を
防ぎ、安否確認のためにもできる範囲で支援に参加を
行うよう取り組んでいます。高齢者支援センターは、
市内に12か所あり、日常生活における不安なこと、
お困り事の相談受付を行っています。市内在住の高齢
者には「あんしんキーホルダー」の作成も取り扱って
います。まだ所持されていない会員の方々は、最寄り
のセンターで登録申請ができます。

今年度は転倒
事故が多く、ほ
とんどが骨折に
つながっていま
す。一方で、昨
年の事故の大半
を占めた刈払機
の飛び石事故報
告は今のところ
ゼロで、傷害報
告は電気コードを切ってしまったのが唯一の事故で
す。前年の教訓を生かし、除草現場での機具の取り扱
いに対する注意喚起が浸透してきたことを示しており
ます。安全管理委員会として、このまま事故が発生し
ないことをひとえに願っています。

当日配布された記念誌です

高齢者の状況を理解し、認知症のことを正確に知
るための研修会。日野市シルバー人材センターで
2024年10月実施

総
務
委
員
会

地区担当委員・地域班長研修が開催されました
11月６日わくわくプラザ３階講習室にて５地区を

２班に分け、午前・午後の２回、地区担当委員と地域
班長・副班長計92名の参加により、以下の内容で

「地区担当委員・地域班長研修」が開催されました。
•地域班長の役割の確認、センターの上期事業実績、

フリーランス法の適応について説明がありました
•公園の指定管理について、就業時における事故対応

マニュアルなどの報告や説明、活発な質疑応答およ
び提案などがありました。

広
報
活
動
委
員
会

１月６日わくわくプラザ３階講習室にて５地区を二班に分け、午前・午後の２回、地区担当委員と地域班長・副班長計92名の参加により「地区担当委員・地域班長研修」が開催されました。
　・地域班長の役割の確認、センターの上期事業実績、フリーランス法の適応について
　・公園の指定管理について、就業時における事故対応マニュアルなどの報告や説明と、活発な質疑応答およびご提案などがありました。

スマホ・パソコンの無料講座紹介
P.11「デジタル化推進委員会報告」で紹介している

「スマホ相談」のほかに、当センター事業の「スマホ・
パソコン教室」でも無料の講座があります。

人数に限りがありますので、ご希望の方は電話で予
約をお願いします。
※場所：わくわくプラザ１階
※申込・問合せ：TEL 042-723-2147
◆パソコン体験教室（無料）
　2025年２月３日（月）　13：00 ～ 16：00
　2025年３月５日（水）　13：00 ～ 16：00

◆スマホ操作体験教室（無料）
　2025年２月７日（金）　10：00 ～ 11：00
　2025年３月７日（金）　10：00 ～ 11：00

「初めての学びを応援します！」スタート
新しい企画「初めての学びを応援します！」の初回

は、男性向けのフラワーアレンジメントを実施しま
した。教室に入ってきた男性の方々、そして私たちス
タッフも初めての試みということで少々緊張気味でス
タートしました。

オアシス（吸水性スポンジ）に生ける最初の１本は
カーネーション。その１本だけでも、思わず声をあげ
たくなるほど素敵で良い幕開けとなりました。そし
て、レザーファン（シダ植物）、スカシユリと次々に花
が増えていくと会話も笑顔も増えて、会場全体がとて
も明るい雰囲気に変わりました。６種類の花をすべて
生けて、世界で一つだけのフラワーアレンジメントの

完成です。
最後は、カメラを前に「はい、ポーズ！」と皆さん

の自然な笑顔が印象的でした。参加してくださった方
からは、「楽しい１日でした」「新しい仲間との出会い
がありました」「我が家でも、やってみたい」とうれ
しいお声をたくさんいただきました。

フラワーアレンジメントをはじめ、体操教室、ダン
ス教室、絵画教室など「初めての学びを応援します！」
をさらに検討していきます。ぜひ、皆さんのお声もお
聞かせください。企画を通し、会員の皆さまの健康増
進や仲間づくりに広がっていけばと考えています。そ
して、SDGｓの目標にもある生涯学習の場の充実に
つながっていけばと思います。

（10） 2025年（令和7年）1月	 銀	齢	だ	よ	り	 	 銀	齢	だ	よ	り	 2025年（令和7年）1月	（11）



基本的には家屋外周りの管理とメンテナンスが主です。必
要に応じて、ゴミ掃除、雑草除去などを行います。施行前
後の写真を添付し、実施報告書を事務局へ提出しています。
もし、重大な不具合が見つかれば、依頼主へ写真付きで緊
急連絡して判断を仰ぎます。

「空き家見守り」ってあまりなじみがありませんが、
具体的にどんなことをするのですか？ 

Ａ

Ｑ

会員６名で運営していますが、依頼件数により増減します。
各会員が１～２宅を担当し、依頼者の希望に応じて、毎週、
月２回、月１回の見守りを実施します。留守宅の敷地内に
出入りするので、近隣の方々と顔見知りになり、誠実に対
応する気配りが肝要です。特にシルバー会員証を常時携帯
して作業に臨みます。仲間を募集中です。

「空き家見守り隊」の構成メンバーと実施状況（例えば、
一人で何件ぐらい受け持ち、週何回見守るか）を
お聞かせください。

Ａ

Ｑ

依頼主や近隣の住民からの感謝の言葉があっ
たとき、頼りにされていると感じ、モチベー
ションが上がります。

この仕事に就いて良かったこと、
うれしかったことはありますか？

Ａ

Ｑ

ご近所の空き家が荒らされ、ゴミの不法投棄
が発生しました。警備会社による空き家管理
は、高額で経済的負担が大きいので、業者に
頼みにくい。シルバー人材センターなら低料
金でできると考えて、「空き家見守り管理サー
ビス」事業をセンターに提案し、始めました。

この仕事に取り組むきっかけとなったことが
あれば教えてください？

Ａ

Ｑ

　超高齢社会にあって、自宅居住が困難で空き家化する事例
が町田市でも多発しています。空き家のまま放置すると、家
屋の老朽化を速めるだけでなく、治安や衛生面など近隣住民
の住環境を損ねる要因にもなります。今回はこのような「空
き家問題」にスポットを当て、シルバーの「空き家見守り管
理サービス」事業をご紹介します。

就 業 現 場 を 訪 ね て 空き家見守り編

前列左から、外山さん、高橋さん、谷口さん
後列左から、横田さん、安川さん、関口さん
前列左から、外山さん、高橋さん、谷口さん
後列左から、横田さん、安川さん、関口さん

【発行】公益社団法人　町田市シルバー人材センター　【編集】広報活動委員会
〒194-0022 町田市森野１-１-15（わくわくプラザ町田）　TEL 042-723-2147　FAX 042-724-0407
ホームページ https://webc.sjc.ne.jp/machida/

町田市民ホール 催し物 042-728-4300
お申し込みは

町田で研鑽を積み重ねてきた柳家小はぜ
真打昇進までの歩みを見届けてください

2025年3月15日㈯ 13:30開演  
入場料 2,500円（全席自由）
会場：町田市民ホール　第４会議室

落語 小はぜ噺の会
鶴川落語会 ＠まちだ

6才～ 2025/1/15㈬発売
柳家小はぜ

（町田市在住）


